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推定している濃度レベル 生涯リスク（対100万人） 備考欄 引用文献

0.1 f/L
中皮腫　男性　１６．５
中皮腫　女性　２５．１

0.2 f/L
中皮腫　男性　３３．０
中皮腫　女性　５０．２

 1  f/L
中皮腫　男性　１６４．９
中皮腫　女性　２５１．２

肺がん　男性 527 女性 155
中皮腫　男性 589 女性 868

混合ばく露、Nicholson(1986)のﾕﾆｯ
ﾄﾘｽｸを採用

肺がん・中皮腫　82 (男女計)
男性 １１５ 女性 ４８.８

ｸﾘｿﾀｲﾙのみばく露、Berman &
Crumpのモデルを採用

ｵﾗﾝﾀﾞ保健審議
会 (2010)

ｸﾘｿﾀｲﾙ単独ばく露 0.028
f/L  混合ばく露(白+Max茶
20%) 0.013 f/L
角閃石ばく露0.03 f/L

肺がん・中皮腫　男女(平均)
1

注：濃度はTEM測定値(PCM法では
WHO(2000)と同様1/2の値になる。

3）

肺がん　男性喫煙者   　11
肺がん　女性喫煙者　    5
肺がん　男性非喫煙者　 2
肺がん　女性非喫煙者　 1

中皮腫　男性喫煙者　   24
中皮腫　女性喫煙者　   32
中皮腫　男性非喫煙者　32
中皮腫　女性非喫煙者　38

150 f/L (クリソタイルのみ）
30 f/L （クリソタイル以外の
アスベストも含む）

肺がん＋中皮腫　1000

15 f/L (クリソタイルのみ）
3 f/L （クリソタイル以外のア
スベストも含む）

肺がん＋中皮腫　100

ＷＨＯ (Air
Quality Guideline
for Europe)
（2000）

電子顕微鏡法(TEM)　1 f/L
光学顕微鏡法(PCM)　0.5
f/L

肺がん　  1～ 10
中皮腫　10～100

計数対象繊維
幅　　　0.5 µm < x
長さ　　x > 5 µm

6）

0.4 f/L 肺がん・中皮腫　100

0.04 f/L 肺がん・中皮腫　10

0.004 f/L 肺がん・中皮腫　1

中皮腫　男性　１５６０
中皮腫　女性　１６４０

肺がん　男性　５４０
肺がん　女性　１６０

0.01 f/L 肺がん・中皮腫　　４ 大気環境における生涯ばく露（地方）

0.1 f/L 肺がん・中皮腫　４０ 大気環境における生涯ばく露（都市部

0.5 f/L (average) 肺がん・中皮腫　　６

5 f/L(high) 肺がん・中皮腫　６０

0.2 f/L(average) 肺がん・中皮腫　　４

2 f/L(high) 肺がん・中皮腫　４０

100 f/L (current
occupational level)

肺がん・中皮腫　２，０００

10000 f/L(historical
industrial exposures)

肺がん・中皮腫　２，０００，０
００

(環境再生保全機構石綿健康被害救済部 顧問医師）

安達、森永ら
(2011)

Estimated Public
Health Policy for
Asbestos in
School
　
（1988）

5歳から18歳（180日/年、5時間/
日）までにおいて石綿建材が使用さ
れている学校にいる場合

推定アスベスト濃度とがんの生涯リスク

日本産業衛生学
会
（許容濃度の勧
告値）（２０００
年）

ＥＰＡ(Integrated
Risk Information
System)
　　　　　　（1993
年）

計数対象繊維
幅　　　0.4 µm < x
長さ　　x > 5 µm
※光学顕微鏡ではこの範囲の繊維
しか計数できないとしている。

・日本人男性の生命表（1995年及
び1997年）
・ばく露期間は義務教育年限終了
時～65歳
・潜伏期間：10年
・喫煙の影響は考慮しない。
・男性についてのみ考慮に入れる。

 California TSD
Asbestos
（2000）

0.1 f/L

ケベック州政府
衛生研究所
(2011)

3.1 f/L (幾何平均2.0の
95%CIの上限値),  70年間

連続ばく露による肺がんと中皮腫
の人口100万人あたりの推定生涯リ
スク
計数対象繊維
幅　　　0.5 µm < x
長さ　　x > 5 µm
アスペクト比　3：1以上

9）

１）

25歳から45歳（240日/年、8時間/
日）までにおいて石綿建材が使用さ
れている学校にいる場合

25歳から45歳までにおける職業ばく
露

4）

5）

7）

# 日本産業衛生学会で用いたモデ
ルを採用
# 男は79歳、女は86歳まで
# 労働環境から一般環境への変換
係数4.55

石綿に関する健康リスク評価

2）

森永（1989） 10 f/L

24時間生涯曝露による生涯（～73
歳）リスク、EPA(1986)のモデル、人
口動態統計(1985)、第16回生命表
（1985）を用いて算出

8）






